
みんなで楽しい
夏まつり

わくわくちびっこ広場（塩川会場）では、７月22日

に夏祭りを開催しました。輪投げや水ヨーヨー

すくい、ひもくじを楽しんだり、ペットボトルで風鈴

を作りました。まだまだ暑い夏が続きそうですが、

暑さに負けず元気に過ごしていきましょう！
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会
長
就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
に
よ
り
、
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
理

事
会
に
お
い
て
、
本
協
議
会
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
齋
藤　

勇
前
会
長
が
長
年

地
域
福
祉
の
向
上
と
発
展
の
た
め
ご
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
職
務
の
重
さ
を
痛
感
し
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
過

疎
化
の
進
行
に
加
え
、
物
価
や
燃
料
の
高

騰
が
家
計
を
圧
迫
し
、
経
済
的
困
窮
の
問

題
も
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
更
に
、

引
き
こ
も
り
、
高
齢
者
や
児
童
の
虐
待
、

子
ど
も
の
貧
困
な
ど
、
こ
れ
ま
で
表
面
化

し
て
こ
な
か
っ
た
課
題
が
社
会
問
題
化
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
協
議
会
で
は
令
和

２
年
３
月
に
喜
多
方
市
地
域
福
祉
計
画
に

併
せ
策
定
し
た
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
検
証
し
、
新
た
な
計
画
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
的
確
に
捉
え
将

来
を
見
す
え
な
が
ら
時
宜
に
合
っ
た
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
協
議
会
は
、
今
日
ま
で
多
く
の
市
民

の
皆
様
、
企
業
・
団
体
の
皆
様
の
支
え
に
よ

り
事
業
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。
現

在
、
介
護
事
業
の
低
迷
に
よ
る
厳
し
い
経

営
状
況
で
あ
り
困
難
な
問
題
も
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
の
信
頼
と
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
と
と
も
に

知
恵
を
し
ぼ
り
、
本
会
の
理
念
で
も
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
と
喜
び
多
い
ま
ち
づ
く
り
」
の

た
め
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
に

あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　

会
長　

志　

田　

公　

司

社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会
役員・評議員改選

　理事・監事・評議員の選任については、市内の有識者により構成された「役員・評議員候補者推薦委員
会」で選考を頂き、理事・監事は評議員会での議決により選任、また、評議員は理事会の承認を経て「評
議員選任・解任委員会」で選任されました。
　理事・監事は、本会の執行機関として法人の運営を担い、評議員は法人の重要事項に係る議決機関と
なり、本市の地域福祉推進のため各種事業を展開してまいります。
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＜サービス活動増減の部の内訳＞
収 益 費 用

会費収益
2,941,000円

法人運営事業
84,175,543円

地域福祉事業
114,206,744円

指定管理施設運営事業
175,595,790円

児童館運営事業
117,976,251円

介護事業
391,071,929円

障がい福祉事業
26,164,610円

災害ボランティアセンター事業
331,970円

障がい福祉
サービス等事業収益
5,399,650円

その他の収益
9,241,165円

寄付金収益
12,928,948円

補助金収益
87,127,207円

受託金収益
438,231,786円

介護保険事業収益
319,923,092円

事業収益
12,172,751円

負担金収益
628,520円

事業活動計算書 （単位：円）
収　益 費　用 差　異

サービス活動増減の部 888,594,119 909,522,837 -20,928,718
サービス活動外増減の部 4,850,029 0 4,850,029
特別増減の部 8,989,500 8,922,215 67,285

合　計 902,433,648 918,445,052 -16,011,404
(当期活動増減差額）

令和６年度 決算報告
(令和７年３月31日現在)

貸借対照表 （単位：円）
資産の部 負債の部

流動資産 244,653,724 流動負債 151,047,860
　現金預金 135,797,148 　未払金 117,710,518
　未収金 106,260,921 　１年以内返済予定リース債務 691,200
　立替金 472,528 　預り金 859,050
　前払金 149,127 　職員預り金 212,266
　短期貸付金 1,974,000 　賞与引当金 31,574,826
固定資産 635,186,241 固定負債 423,749,508
　基本財産 5,000,000 　リース債務 0
　　定期預金 5,000,000 　退職給与引当金 423,749,508
　その他の固定資産 630,186,241 負債の部合計 574,797,368
　　建物 1,753,500 純資産の部
　　構築物 81,781 基本金 5,000,000
　　機械及び装置 1 　基本金 5,000,000
　　車両運搬具 11,058,823 基　金 90,119,200
　　器具及び備品 6,137,560 　社会福祉基金 64,009,200
　　有形リース資産 691,200 　生活困窮者対策事業基金 26,110,000
　　ソフトウェア 15,300,588 国庫補助金等特別積立金 12,173,950
　　退職給付引当資産 348,834,338 その他の積立金 156,000,000
　　積立資産 246,119,200 次期繰越活動増減差額 41,749,447

　　その他の固定資産 209,250 　（うち当期活動増減差額） -16,011,404
純資産の部合計 305,042,597

資産の部合計 879,839,965 負債及び純資産の部合計 879,839,965
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令和６年度  主な事業報告
◎きたかたふくしネットワーク
　市内の高齢者福祉部門に携わる社
会福祉法人等が相互に連携し地域公
益事業に取り組むための情報交換会
（きたかたふくしネットワーク）を設
置し、会議研修会の開催と年末年始フ
ードドライブ事業に取り組みました。
◆年末年始フードドライブ事業　寄付物品	 1,063点

◎車椅子同乗車両貸出事業
　一般車両への乗降が困難な方の生
活の利便性に役立てることを目的と
し、車椅子に乗ったまま乗車ができ
る車椅子同乗車両の貸出しを行いま
した。
◆貸出件数	 28件

◎子育て支援事業
　「おもちゃ図書館」から「わくわく
♪ちびっこ広場」へ内容を変更し、
季節のイベントを中心に実施しまし
た。また、キッズスペースを設置し
子ども達が楽しく遊べる場の提供と、
保護者同士の交流を図る機会づくり
に努めました。
◆開館日数	 ８日（本所・塩川支所）
◆年間利用人数（延べ）	 233名
◆キッズスペース利用者数（延べ）　149名

◎ふれあいきたかた社協まつり
　社会福祉協議会及び共同募金活動
に対する理解浸透を図ることを目的
として開催しました。
◆内　容　会津喜多方祭囃子盆踊り保存会による
オープニングイベント、記念講演、ベジチェック、
まちかど相談、ｅスポーツ体験、寄付本マルシェ、
デイサービス体験、防災ゲーム、福祉事業所等販売
コーナー、喜多方桐桜高校吹奏楽部ミニコンサート等
◆来場者	 210名

◎第20回喜多方市社会福祉大会
◆表　彰　社会福祉大会長表彰	 ３件
　　　　　社会福祉大会長感謝	 ５件
	 県共同募金会長感謝（寄附）15件・（奉仕）29件
◆記念講演　「噺家になって50年	そして想うこと」
◆講　師　落語家　桂	幸丸	氏
◆参加者数　310名

◎ふれあい社会福祉講座
◆第１講　「復興を支える人のつながり」
	 講師　元富岡町社会福祉協議会事務局次長
　　　　　吉田恵子	氏
◆第２講　「ロコモに負けず元気・長生き・運動器！」
　　講師　会津医療センター	主任医療技師
　　　　　遠藤達矢	氏
◆第３講　「うた活で彩る100年人生」
　　講師　地域教育コーディネーター
　　　　　成田正良	氏
◆聴講者数（延べ）	 124名

◎介護職員養成・定着化事業
　（介護パワーアップ事業）
　介護職員不足の解消を図り、介護
人材の育成と介護職員の安定的雇用
につなげるための各種事業を実施し
ました。
１）	介護職員初任者研修（夜コース）
◆受講者数	 15名
２）	キャリアアップ研修支援事業
◆研修費用助成	 ９件
３）	介護職員就労定着奨励金事業
◆奨励金支給者
　市内在住者　	 18名
　市外在住者	 ６名

◎家族介護者交流事業
　（リフレッシュ事業）
　在宅で家族を介護する市民の方を
対象に、心身の負担軽減と介護者同
士の交流を図りました。
◆参加者	 15名

◎「ふれあいいきいきサロン」
　高齢者同士が交流を深め、助け合
い・支え合いながら健康で楽しい生
活を送っていただくことを目的とし
たふれあいいきいきサロンの開設と
運営を支援しました。
◆サロン数　45ヶ所（うち新規設立3ヶ所）

◎ミニサロン等交付事業
　地域でのいきがいづくり事業や交
流事業等に対して交付金を交付し、
活動の支援を図りました。
◆ミニサロン等事業	 16行政区
◆交流事業	 6行政区
◆交付金総額	 228,000円

◎高齢者生きがい事業
陶芸教室の開催（塩川支所）
◆会員数	 24名
◆活動日数	 96日

◎福祉と介護の出張講座
　市内の学校や集いの場の要請に応
じ、福祉や介護に関する講座等へ職
員の派遣を行いました。
◆派遣回数	 11回

◎災害ボランティアセンターの運営
　「福島県・市町村社会福祉協議会に
おける災害時相互支援に関する協定」
に基づく要請により、被災地域の災
害ボランティアセンターへ職員を派
遣しました。
◆派遣先・派遣日数・派遣人数
	 石川県志賀町　5日間　1名
	 山形県酒田市　5日間　1名

◎支部社協事業の活動支援
　安心して暮らせるまちづくりの形
成を地域全体で推進していくための
支部社協活動を支援しました。
◆支部社協	 ７支部

◎福祉団体の育成支援
　市民が主体となって取り組む地域
福祉団体の事務局として育成支援を
行いました。
◆支援団体数	 11団体

桂　幸丸　氏

第1講　吉田恵子氏

広野サロン
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◎車椅子貸出事業
　高齢者や障がい者の方の通院や家
族旅行など、短期間の車椅子使用に
無料貸出を行いました。
◆貸出件数	 52件

◎児童・生徒のボランティア活動普及事業
　小・中・高等学校をボランティア
活動普及事業協力校に指定し、心豊
かな児童・生徒の育成活動を推進し
ました。
◆指定校数	 小 学 校17校
	 中 学 校７校
	 高等学校１校

◎サマーショートボランティアスクール
　擬似体験やボランティア体験を通
して相手の立場を理解し福祉の心を
育む機会として実施しました。
◆参加者数	 26名

◎コミスクしおかわの開催
　小学生を対象に夏休み期間の学習
や交流の場の提供をしました。
◆参加者数	 ６名

◎傾聴ボランティア
　高齢者施設に赴きお話を聴くこと
による心のケアを目的とした活動に
対する、コーディネートとスキルア
ップ研修を行いました。
◆活動回数（延べ）	 163回
◆ボランティア登録者数	 11名

◎除雪ボランティア事業
　高齢者等の除雪作業の負担軽減と
地域の支え合いの推進、ボランティ
ア活動への理解を深めるため実施し
ました。
◆実施件数	 31世帯
◆参加者数	 214名

◎朗読・点訳ボランティア事業
1）『声の広報』の編集・発行
　視覚障がい者の方に対し、朗読ボ
ランティア「せきれいの会」が朗読し
録音した「広報きたかた」を『声の広
報』として届けました。
◆年間利用件数（延べ）	 22件
◆ボランティア登録者数	 ９名
2）点訳ボランティアの養成
　点訳サークル「ｅｙｅの会」の活動
を支援しました。
◆会員数	 ５名

◎福祉レクリエーションボランティア
　コーディネートと活動支援、スキ
ルアップ研修を行いました。
◆ボランティア登録者数　17名（5グループ）
◆ボランティア活動回数	 23回

◎子育て支援ボランティア
　わくわく♪ちびっこ広場での活動
に対しコーディネートを行いました。
◆ボランティア登録者数	 	４名
◆ボランティア活動回数	 	９回

◎児童生徒の福祉作文集
　「ちいさなて」の発刊
　児童・生徒の福祉に関する思いや
考え、日常や学校でのボランティア
体験等をつづった福祉作文集「ちいさ
なて」を発刊しました。また、優秀
作文5編を選考し、第20回喜多方市
社会福祉大会の席上で発表、表彰を
行いました。

◎生活支援体制整備事業
　地域における支え合いのまちづく
りを推進するため、地域の生活実態、
ニーズの把握に努めるとともに、支
え合いの仕組みを住民主体で話し合
う場として「生活支援支え合い会議」
の設立に取り組みました。
◆生活支援支え合い会議の新規設置
　姥堂地区	 令和６年11月13日設立
　喜多方第一地区	 令和７年２月25日設立

◎地域包括支援センター事業
　高齢者の総合相談窓口として介護
予防や権利擁護事業等に取り組みま
した。
◆相談対応件数	 14,565件（9,808人）

◎生活サポートセンター事業
　就業や生活上の不安、心配ごとを
抱え経済的に困窮している方の自立
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トピックス

　6月8日（日）に第39回高齢者生産活動センターまつりを開催しまし

た。７グループの会員が制作した手作り品の展示や販売、市内就労支援事

業所による手作り品の販売のほか、喜多方市地域包括支援センターによ

る「まちかど教室」を実施しました。

　体験教室では、各グループの会員が講師となりアドバイスをしながら作

品を完成させました。

　また、市内で活動しているダンスチーム「RDS」の子供たちによる元気

いっぱいのダンスパフォーマンスに、会場の皆様も元気をもらい笑顔も見

られ大盛況でした。

　来場された方からは「丁寧な作品が多く、３割引きがお得でした」「来年

も楽しみにしています」などのお声をいただき、地域の皆様と楽しく過ご

すことができました。ご来場ありがとうございました。また来年も宜しくお

願いします。

　今年も７月１日から介護職員初任者研修を開講しました。介護の

基礎的な知識や技術だけでなく、介護保険法などの制度や介護職

員としての心構えについても学び、修了試験合格者に修了証が交付

されます。今年度は14名の受講者が約５か月間、131時間のカリキュ

ラムで受講します。長い期間の講習ですが、全員が修了できるようサ

ポートしてまいります。

細かい作業…集中… 素敵な作品がたくさん！ かっこいいダンスを
披露していただきました

丁寧に織っていきます

かわいいブローチが完成！

ｰ INFOMATION ｰ お 知 ら せ

キッズ運動会キッズ運動会 ハロウィン簡単工作ハロウィン簡単工作

　わくわく♪ちびっこ広場では、みんながわくわくするような、楽しい季節のイベントを計画しています。
近くの会場へぜひ遊びにきてね！

●日　時 ： 令和7年9月9日（火）
 10：00～11：30
 ※ちびっこ広場時間内に行います♪

●場　所 ： 総合福祉センター 多目的ホール
●持ち物 ： 汗拭きタオル、水分等
※参加費は無料です。動きやすい服装でお越しください

●日　時 ： 令和7年10月28日（火）
 10：00～11：30
●場　所 ： 塩川保健福祉センター
 「いきいきセンター健診ホール」

　社会福祉に対する理解と関心を深めるため、市民の皆様を対象とした
『ふれあい社会福祉講座』を開催します。
　毎年、各週にわたり全3講開催してきました本講座は、今年度より前期・
後期の2回にわけて開催する事となりました。

　詳しい内容につきましては、決定次第、本会ホームぺージ、Facebook及びチラシ等でもお知らせいたします。
　なお、後期開催は12月を予定しております。

ふれあい社会福祉講座のご案内令和7年度

前期
令和７年８月28日（木）10時～11時30分

●会　場 ： 喜多方市総合福祉センター2階多目的ホール（喜多方市字上江3646番地1）
●聴講料 ： 無料 ※事前申し込みは不要です。　●問合せ先：0241-23-0345

日常生活の中での運動についてテーマ
［講師］ 福島県立医科大学会津医療センター附属病院 リハビリテーション科 主任医療技師 遠藤達矢 氏

　7月19日、本会の常勤職員を対象に研

修会を行いました。株式会社岡田プラン

ニング代表取締役である岡田友子氏を

講師にお招きし、クレームやパワーハラ

スメント（カスタマーハラスメント）の対

応について理解を深めました。これから

も利用者の皆さまに満足されるサービ

スの提供ができるよう職員一同努めて

まいります。
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成年後見相談センターでの相談は　　  です。無料

喜多方市成年後見相談センター喜多方市成年後見相談センター
～「これからのこと」一緒に考えませんか？～

● 成年後見制度全般の説明・相談
● 適切な相談窓口、機関の紹介
● 成年後見制度の利用に向けた専門職への相談
● 申立手続きの支援
● 成年後見制度の利用を検討するための会議の開催
● 出前講座　など

　喜多方市成年後見相談センター
は、成年後見制度に関する説明・相
談、その方に適した相談窓口、機関の
紹介、広報・研修などを通して、成年
後見制度の利用の促進を図ることを
目的とする機関です。

ご相談・お問い合わせは

喜多方市成年後見相談センター
（喜多方市社会福祉協議会　権利擁護推進室）

〒966-0043 喜多方市字上江3646番地1（喜多方市総合福祉センター内）

TEL.0241-23-7373　FAX.0241-23-3296

～相談センターが実施していること～

からの
お知らせ生 活 サ ポ ー ト セ ン タ ー

☎0241－23－7373までご連絡ください。
喜多方市生活サポートセンター（社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会内）ご相談・

お問合わせは

・仕事がみつからない
・仕事が長続きしない
・働きたいが何から始め
ればよいかわからない
・社会に出る
　のが不安

・毎月の家計がうまくまわ
らない
・家賃や公共料金が払えない
・税金を滞納している
・借金の返済が大変
・子どもの学費がない

・生活に不安がある
・家族が引きこもっている
・病気で働けなくなった
・病院へ行けない、治療費
が払えない
・お金も
　食べ物もない

です。相談
無料

秘密
厳守

こんなことで困っていませんか？

お困りの状況や生活を一緒に考え、整理していく相談窓口です。
状況に応じハローワークや他関係機関へも同行支援します。

仕事のこと お金のこと くらしのこと

ぼらせん通信
VOL.25

災害ボランティア登録者募集!!

災害ボランティア活動での必要な知識などを習得し、
災害発生時に「災害ボランティア」として活動に協力できる担い手の養成を目的に研修を開催します。

登録申込書をご提出していただくか、QRコード「登録
フォーム」からの登録をお願いします。
※高校生及び18歳未満は申込書での登録となります。

災害発生時に、迅速な災害支援活動を可能にするために、災害ボランティア希望者の事前登録を行います。
また、平常時より研修や災害ボランティア活動など情報をメールで配信します。

実施
内容

①喜多方市内在住、在学、通勤する個人または団体
②満１５歳以上（※満18歳未満の場合は保護者の承諾が必要）
③全国社会福祉協議会ボランティア活動保険（天災・地震補償プラン）への加入
（※概ね１ヶ月以内に下記問い合わせ先にて加入の手続きをお願いします。保険料はお一人５００円です）

登録の
要件

登録の
手続き

●喜多方市社会福祉協議会本所（喜多方市総合福祉センター） ℡0241-23-3231
●熱塩加納支所　℡0241-36-3112　　●塩川支所 ℡0241-27-3948
●山都支所　　　℡0241-28-3100　　●高郷支所 ℡0241-44-7111

問い合わせ先

●開 催 日 令和７年９月６日(土)　午前10時00分～正午
●開催場所 喜多方市総合福祉センター
●参加対象 ①市内在住または、通勤・通学している15歳以上の方
 ②災害ボランティアに興味・関心のある方
●内　　容 「災害時のボランティアの役割と活動の基本」「炊き出し食事体験」
●参 加 費 無料
●申込方法 QRコード「申込フォーム」から、または電話でお申し込みください。
●申込締切 令和7年９月１日（月）

申し込み・
問い合わせ

社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会 地域福祉課
〒966-0043　喜多方市字上江3646番地1　喜多方市総合福祉センター

［電話］ 0241-23-3231　［FAX］ 0241-23-3296
［メールアドレス］ vc@kitakata-shakyo.or.jp

研修開催のお知らせ
災害ボランティア

団
体
用

個
人
用
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●申込方法 QRコード「申込フォーム」から、または電話でお申し込みください。
●申込締切 令和7年９月１日（月）

申し込み・
問い合わせ

社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会 地域福祉課
〒966-0043　喜多方市字上江3646番地1　喜多方市総合福祉センター

［電話］ 0241-23-3231　［FAX］ 0241-23-3296
［メールアドレス］ vc@kitakata-shakyo.or.jp

研修開催のお知らせ
災害ボランティア

団
体
用

個
人
用
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●本所  0241‒21‒8856  喜多方市総合福祉センター内
●熱塩加納サブセンター 0241‒36‒2336
　熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内
●塩川サブセンター 0241‒27‒4047
　塩川保健福祉センター｢いきいきセンター｣内

●山都サブセンター 0241‒38‒3139
　山都過疎高齢者生活福祉センター｢しゃくなげホーム｣内
●高郷サブセンター 0241‒44‒7111
　高郷高齢者生活福祉センター｢かたくり荘｣内

17時15分～19時30分までは事前にご予約いただければ相談対応いたします。

月曜日から金曜日
（祝日、年末年始を除く） 8時30分～17時15分営業日：

喜多方市地域包括支援センター
からのお知らせ

もしかしたら？
思ったら迷わずご相談ください。
あなたの声が高齢者を守ること、介護している家族に支援を届けることにつながります。

相談者の秘密は守られますので、安心してご相談ください。

夜遅くに
出歩いている人が
いるんだけど…

汚れた服を
着続けている人が
いるんだけど…

近所から
怒鳴り声が
聞こえる…

お金が自由に
使えないって
言っているけど…

あざが
ある人が

いるんだけど…

あなたの気づきが
高齢者の命、
尊厳を守ります

と
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資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様 ※

順
不
同
・
敬
称
略

＜

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ル
ミ
缶＞

・
関
柴
公
民
館

・
松
山
公
民
館

・
岩
月
公
民
館

・
き
た
か
た
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

・
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
郡
山
支
社
会
津
若
松
営

業
部

・
清
水
食
品
㈱
喜
多
方
工
場

・
宮
津
書
道
教
室

・
本
田
金
属
技
術
㈱
喜
多
方
工
場

・
ア
イ
シ
ン
テ
ッ
ク
㈱

・
あ
い
づ
塩
川
湯
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

・（
一
社
）実
践
倫
理
宏
正
会
喜
多
方 

・
三
橋
吉
光

・
高
畑
節
子

・
石
塚
八
十
子

・
本
多
和
利

・
山
形

　稔

・
大
竹
良
子

・
齋
藤

　健

・
田
中
ア
ヤ
子

・
小
林
道
代

・
齋
藤
昌
廣

・
渡
部
ア
ヤ
子

・
大
塚
千
惠
子

・
渡
部
光
男

・
斎
藤
み
や
子

・
真
部
陽
子

※

プ
ル
タ
ブ
の
み
で
の
収
集
は
終
了
し
、ア
ル
ミ
缶
で
の

収
集
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　な
お
、ス
チ
ー
ル
缶
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

企
業
・
団
体

個

　
　人

令和７年２月２６日に大船渡市で発生した大規模な林野火災における義援金の受付を、６月末まで行ってまいりました。
お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社福島県支部及び福島県共同募金会を通じて、全額が被災地域に届けられました。
皆さまの温かいご支援とご協力に感謝申し上げますとともに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

「令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金」 ご協力の御礼とご報告

日本赤十字社福島県支部喜多方市地区
福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会義援金総額 119,103円

●本所  0241‒21‒8856  喜多方市総合福祉センター内
●熱塩加納サブセンター 0241‒36‒2336
　熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内
●塩川サブセンター 0241‒27‒4047
　塩川保健福祉センター｢いきいきセンター｣内

●山都サブセンター 0241‒38‒3139
　山都過疎高齢者生活福祉センター｢しゃくなげホーム｣内
●高郷サブセンター 0241‒44‒7111
　高郷高齢者生活福祉センター｢かたくり荘｣内

17時15分～19時30分までは事前にご予約いただければ相談対応いたします。

月曜日から金曜日
（祝日、年末年始を除く） 8時30分～17時15分営業日：

喜多方市地域包括支援センター
からのお知らせ

もしかしたら？
思ったら迷わずご相談ください。
あなたの声が高齢者を守ること、介護している家族に支援を届けることにつながります。

相談者の秘密は守られますので、安心してご相談ください。

夜遅くに
出歩いている人が
いるんだけど…

汚れた服を
着続けている人が
いるんだけど…

近所から
怒鳴り声が
聞こえる…

お金が自由に
使えないって

言っているけど…

あざが
ある人が

いるんだけど…

あなたの気づきが
高齢者の命、
尊厳を守ります

と

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
令
和
７
年
４
月
1
日
～
令
和
７
年
６
月
30
日
受
付
分
）（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〈
喜
多
方
地
区
〉

・
齋
藤
マ
サ
子

・
齋
藤　
　

勇

〈
塩
川
地
区
〉

・
五
十
嵐
カ
ツ
子

〈
喜
多
方
地
区
〉

下
町
南
部	

武
藤　

信
子

松
山
町
松
が
丘	

原
澤　

幸
子

慶
徳
町
山
崎	

眞
壁　

康
範

塗
物
町	

岩
橋　

浩
之

慶
徳
町
堀
出	

石
田　

智
久

会
津
坂
下
町	

佐
藤　

孝
信

熊
倉
町
本
林	

齋
藤　

忠
市

岩
月
町
治
里	

菊
地
善
一
郎

岩
月
町
上
田	

東
條　

洋
輔

熊
倉
町
熊
倉
下	

大
竹　

泰
司

熊
倉
町
熊
倉
下	

松
本　
　

聡

松
山
町
松
が
丘	

根
本
い
づ
み

桜
町	

橋
谷
田　

憲

松
山
町
吉
志
田	

佐
藤　
　

一

熊
倉
町
高
柳	

佐
藤　

直
志

松
山
町
百
目
二
貫
分	

大
房
き
よ
い

関
柴
町
関
柴	

伊
藤　

江
里

豊
川
町
太
郎
丸	

齋
藤　

秀
広

上
三
宮
町
下
三
宮	

田
中　

信
子

岩
月
町
平
沢	

石
川　

達
明

岩
月
町
上
岩
崎	

小
林　

正
佳

豊
川
町
渋
井	

立
川　

真
也

豊
川
町
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吉
一
区	
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敬
三

豊
川
町
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二
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木　

克
明
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町	
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真
一

東
ひ
ば
り
が
丘	

結
城
由
起
枝

塗
物
町	

小
椋　
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一

慶
徳
町
松
野	

木
村　

信
吾

豊
川
町
堂
畑	
鵜
川　
　

勲

熊
倉
町
道
地	
猪
俣　
　

修

関
柴
町
上
高
額	

佐
藤　

智
靖

上
三
宮
町
見
頃	

佐
藤　

清
隆

豊
川
町
荒
分	

佐
藤　

克
美

岩
月
町
下
岩
崎	

花
見　

政
行

ひ
ば
り
が
丘	

佐
藤　
　

誠

熊
倉
町
七
本
木	

高
畑
小
代
子

豊
川
町
太
田	

大
森　

二
朗

塗
物
町	

遠
藤　

政
美

慶
徳
町
新
町	

鵜
川　
　

進

塗
物
町	

池
田　
　

浩

〈
熱
塩
加
納
地
区
〉

新
崎	

野
邉　
　

学

板
の
沢	

山
口　

恒
雄

針
生	

渡
部　

和
彦

野
辺
沢	

小
林　

良
一

若
宮	

遠
藤　

睦
夫

〈
塩
川
地
区
〉

上
遠
田	

大
竹　

一
弘

万
力	

小
室　

達
良

下
窪	

鈴
木　

泰
正

大
沢	

江
花　

陽
子

台	

慶
德　

範
夫

下
窪	

髙
松　

伸
洋

金
森	

佐
々
木
文
憲

下
利
根
川	

花
見　

和
彦

宮
ノ
目	

安
藤　

正
弘

中
道
地	

木
村　

和
弘

〈
山
都
地
区
〉

藤
沢	

二
瓶　

全
盛
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原	

坂
口
千
香
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堰
沢	

渡
部　

敏
雄

中
反	

宮
城　

市
作

最
明
寺	

五
十
嵐　

真

舘
原	
折
笠　

勇
雄

下
村	
星
野　

則
夫

〈
高
郷
地
区
〉

吹
荻	

栗
田　

克
志

夏
井	

佐
藤　

哲
也

大
谷	

橋
谷
田
利
喜
男 

塩
坪	

渡
部　

𠮷
治

揚
津	

高
橋　

文
好

田
中	

横
山　

和
雄

一
般
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付
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編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112

ｰ INFOMATION ｰ お 知 ら せ

※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費
　及び共同募金配分金等を活用させていただいております。

「つながろう！在宅介護者のつどい」のご案内令和７年度

①参加される方のお名前　②郵便番号・住所　③電話番号　④担当の介護支援専門員
⑤介護を必要とされている方のお名前　⑥介護度　 以上の内容を下記のいずれかに電話でお申込みください。

喜多方市民の方で、介護保険の要支援、要介護の認定を受けている方を在宅で常時介護している家族の方。
※申込者多数の場合は、締切日前でも受付を締め切ることがありますのでご了承下さい。

　在宅介護の同じ経験を持つ人同士が悩みを出し合い、話し合いながら交流を深めることや、日頃の介護から離れて、心身共にリ
フレッシュすることを目的に実施します。

　社会福祉協議会がおこなっている活動を、皆さまに知っていただく機会とするため、「社協まつり」を開催します。
　さまざまな福祉の体験コーナーや誰もが楽しめる内容が、盛りだくさんです。
　多くのみなさまのご来場をお待ちしています！

※１家族につき１名参加できます。申込期間前は受付できません。
※最少催行人数に達しない場合は実施致しませんのでご了承ください。

対象者

申込み

喜多方市社会福祉協議会　℡ 0241-23-3231
熱塩加納支所 0241-36-3112、塩川支所 0241-27-3948、山都支所 0241-38-3100
高 郷 支 所 0241-44-7111、地域包括支援センター 0241-21-8856　でも受付いたします。

令和7年10月3日（金）　9:20 総合福祉センター発   16:30 〃着
山形県川西町方面

2,000円（当日納入ください）
20名
8 名
令和7年8月1日（金）～令和7年9月25日（木）

お楽しみ
ポイント

①満開のダリア園見学  ②温泉でリフレッシュ
③DXなお楽しみランチ　④道の駅で秋の味覚のお買い物
⑤介護者同士の交流

日　　　時
行　き　先
内　　　容

負　担　金
募集予定人員
最少催行人数
申 込 期 間

ふれあいきたかた社協まつり第6回

令和７年10月18日（土） 9:30～14:00
喜多方市総合福祉センター
「一緒が当たり前の社会～多様性の理解～」
元車いすバスケットボール女子日本代表 増子恵美 氏
●バルーンアート、キッズビンゴ大会
●健康相談、介護相談
●ｅスポーツ体験
●認知症ケア支援VR体験
●パンや焼き菓子、野菜などの販売
その他、楽しんでいただけるイベントを計画中です。

と　　き

と こ ろ

記念講演

内　　容

問合せ先 喜多方市社会福祉協議会地域福祉課　0241-23-3231
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